
　
　
　
　

水

彩
畫

に
志

し

た

動

機

と
寫

生

に

失

敗

　
　
　
　

し

た

原

因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大

阪

　
高

原

英

二

今

よ
り
二
年
程
前
に
大
阪
博
物
塲

に
於
て
松
原
天
彩
畫
塾
主
備

の
洋
畫

展

覽
會

を
見
物
し
た
、
抑

も
こ
れ
が
水
彩
畫

の
趣
味
を
深
か
ら
し
め
た
基
と

な

つ
た

の
で
あ
る
。
僕
は
も
と
よ
り
繪

は
極
好
き
で
、
常
時
は
中
學

世
界

或

は
丈
章
世
界
等

の
雜
誌
中

の
水
彩
畫

の
口
繪
を
二
百
枚
餘

り
も
集

め
て

研
究
を
し
た
、
其
後

三
越
呉
服
店
内

に
て
白
馬
會
或
は
太
平
洋
畫
會
等
の

展
覽

會
が
開
會
さ
れ
た
時

に
は
、

二
三
度
は
必
ず
行

つ
た
、
而

て
諸
先
生

の
肉
筆
を
拜

見
す
る
度
毎

に
益
々

興
奮
し
た
、
其
後

一
年
半
餘

り
も
靜
物

寫
生
或
は
模
寫
等
を
研
究
し
た
の
で
、

こ
れ
な
れ
ば
郊
外
寫

生
も
出
來

る

だ
ら
う
と
思

ひ
、
こ
れ
に
必
要
な
る
諸
道
具
を
求
め
て
郊
外

に
と

一
歩
奮

發
し
た

の
で
あ
る
、
扨

て
、
此
等

の
道
具
を
携

ヘ
て
い
か
に
も
ス
ケ
ッ
チ

マ
ン
ら
し

い
顔
を
し
て
我
家
を
ふ
み
出
し
て
見
た
が
、
幾
度
も

失
敗
に
終

つ
て
進
歩
し
た
る
畫
が
描
け
な
か
つ
た
、
其

の
失
敗

の
主
な
る
原
因
を
思

ひ
浮
ぶ
れ
ば
、
第

一
、
寫
生
す
べ
き
塲

所
を
撰
ぶ
に
永

い
時
間
を
消
す
事

第

二
、
原
色
全
體

の
色
合
を
容
易

に
見
出
す
事

の
出
來
ぬ
事
。
第

三
、
寫

生
を
し
て
居
る
と
、
多
く

の
書
生
や
ら
、
は
な
た
れ
子
供
や
、
た
ご
作
や

ら
、

人

の
集

つ
て
見
ら
れ
る
事
。
第
四
、
手
が
ふ
る
つ
て
筆
が
自
由
に
動

か
ぬ
事
。
第
五
、

一
枚

の
畫
を
仕
立

る
に
五
六
時
間
も
消
す
事
、
此
等
が

僕
を
失
敗

に
導
き
た
る
原
因
で
あ
る
と
考

ヘ
る
。
斯

の
如
く
幾
度
か
の
因

難
を
冒

し
て
、、
今
日
で
は
や
う
や
く

二
年
前

の
畫
よ
り
も
、
遙

に
勝

つ
た

ス
ケ

ッ
チ
畫

が
出
來

る
樣

に
な

つ
た

の
で
あ

る
。
其

で

二
週
間

程
前

の
日

曜
日

に
、
正
午

よ
り
三
脚
を
友

と
し
て
出

か
け

た
。
目

的

は
初

冬

の
風

景

を
寫

生

す

る
爲

め
な

の
で

、
空

は
晴
快

に
て
、
遠

景

は
小

な
る
森
、

中
景

は
淋

し
き
柳
と

土
橋

と
で
、
近
景

は
靜

か

に
流

る

る
小
川

の
水

に
、

美
し

き
柳

と
土
橋

の
影

が
う

つ
ッ
て
居
た
此

の

ス
ケ
ッ

チ
は
今
迄

な
き
好
成

績

で
仕

上

っ
た

の
で
、
非
常

に
其

日
は

に

こ
に

こ
し

て
歸

宅

し
た
、
歸

宅
す

る

や
、
直

に
そ

の
畫

を
額
縁

に
入
れ

て
見

た
ら
、

一
層
感

じ
が
深
く
見

え

た

の
で
、
其

後
朝
夕

眺

め
て
は
樂

し
ん
で

居

る
。

ス
ケ
ッ

チ

に
成
功

し
た

時

の
嬉

し
さ
愉
快

さ

は
眞

に
忘
れ

ら
れ

な

い
。

　
　
　
　
初
冬

の

一
日
　
　

（大
木
村
に
て
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

武

州
浦
和

在
　
石

川
幸

三

郎

此

所
は
、
東
京

の
東

三
里
、
大

木

と
云
ふ
村

で
す
、
私
は
今
中
川

の
下
流

、

木

下
川

の
岸
づ

た

ひ
堤

の
上
を
目
的
地

な
し
に
歩

行

い
て
居

る
、
過
日

の

水

で
荒
れ
果

て
た

田

の
中

に
は
、
純

白

な
白
鷺

が
數

十
羽
、
群

を
な
し

て

下

り

て
居

る
。
葦

の
陰

か
ら

、
白
帆

が

二
つ
見

え

て
下
つ

て
來

る
。
若
菜

を
擔

つ
た

お
ぢ

い
さ
ん
が
丁
寧

に
言
葉
を

か
け

た

の
で
、

私
は
少

々
ま
ご

つ

い
た
。
蓼

、
★
石
草

、
紫
宛

、
莠

な
ど

の
茂

つ
な

上

に
腰
を

下
ろ
し

て
、

氣
持

よ

い
、

初
冬

の
風

に
當

り
な

が
ら

下
書

を
か

い
て
見

た
。


